
 

人 事 理 念 
「最良の人材が最大の武器」との考えに基づき、 
１．「個の尊重と専門性の高い職員の育成」 
２．「自律（自己責任の確立）と成果主義に基づく公正かつ適正な処遇の実現」 
３．「チームワーク（総合力）とチャレンジ精神の発揮」を人事の基本理念としています。 

 
  
 
 
 

 
 
 
 

人事考課制度の概要                
評価区分 評価の基準 活 用 人事考課の様式 

 
 
 
与えた仕事の 
やり方とその 
結果 

 
 
 
 
与えた仕事への

取り組み姿勢 

 
目標の大きさ 
×達成度 

 
①貢献度 
②困難度 
③改革度 

 
 

意欲評価 
基準書 

 
目標チャレンジ 

システム 
 
*年間目標を上下の

話合いで決定し､

半期毎に振り返り

ながら､年度末の達

成度で評価を確定 

 
 
そのレベルに求

められる能力の

発揮度合い 

共通･職群別 
職能要件書 

① 給与改訂 
 
 
 
② 昇進・昇格 
 
 
 
③ 降格 
 
 
 
④ 職制の任免

能力(ｺﾝﾋﾟﾃﾝｼ )ー評価 
*共通･グレード群別 
評価 

 
 

等級 業績評価 意欲評価 

１等級 業績評価のみ 
２等級 業績評価のみ 
３等級 業績評価のみ 
４等級 80％ 20％ 

５等級 70％ 30％ 

６等級 60％ 40％ 

７等級 50％ 50％ 

 

人材育成･OJT・OJD 

能力開発 

新・人事システムのグランドデザイン 

経営理念 中期経営計画 平成 18 年度経営計画 

部門別：コアミッション 

 

        ・部目標 
・課目標 
・ﾁｰﾑ目標

目標のブレークダウン 

（長期戦略への展開） 
（全社戦略の具体化） 
（目標の共有化と活動成果の実現）

人事基本方針の策定 

業績評価 

意欲評価 

能力評価 

新しい人事システムの基盤は「目標チャレンジシステム」 

意欲 環境 × × 能力 ＝ 成果 

人事考課

異動･配置･CDP 

ローテーション 

ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸの重要性 
（ﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞ･ﾈｶﾞﾃｨﾌﾞ） 

面談の重要性 

コレクティブ

修正 

目標による管理 
（ＭＢＯ） 

共通・職群別 

職能要件書 

文章､技術仕様､ﾏﾆｭｱﾙ等に

見られる形式言語 

形式知（explicit knowledge） 

暗黙知（task knowledge） 

体験に根ざす個人的な知識､

ものの見方､ﾉｳﾊｳ､信念､ 

勝ちシステム 

・ 自己申告制度 
・ 社内公募制度 
・ 後継者育成制度 

目標による管理(MBO)とは 
給与システムの概要 

（１） 実績･成果を重視した

人事考課制度の確立 
 
（２） 新しい等級体系の導入 
 
（３） 業績連動型賞与 

組織ミッション 
組織ビジョン 経営戦略 

事業戦略 の行動化

賃 金 ①何をするのか→明確な成果ｲﾒｰｼﾞ 
②ﾁｬﾚﾝｼﾞ目標→ｽﾄﾚｯﾁ目標 

 （自ら伸ばし強化する） 

③ﾃﾞｼﾞﾀﾙ目標→ｱﾅﾛｸﾞ目標 

 （数値目標）  成果を生み出す具体的 

          な言葉･行動･ｲﾒｰｼﾞ 

④量的目標→質的目標 

⑤自己論理→顧客論理 

人 事 情 報 シ ス テ ム                 
（キャリア・ディベロップメント・プログラム、異動･配置、計画的ローテーション、人事データベース、ハイポテンシャル・インディビデュアル・マネジメント、後継者育成プログラム etc．）

お互いにトコトン考え抜き､

徹底的に議論･話し合うこと 

成果ｲﾒｰｼﾞ 

考え抜く力 

思考力 
知識・経験 

ノウハウ 行  動 

人  材 

人  柄 他人からの 

フィードバック 
― ― 年功給 能力給 成果給 … 年俸制 

work up & pay up 
（1975 年） （1990 年）

良い成果給（インサイドアウトにて相互作用で創り上げる 

良くない成果給（成果給・人事考課への不信感） 


